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調査地点位置図

凡 例

：ボーリング孔
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Mh:127.6ka

AT:28～30ka

Mj

：明神沖テフラ（Mj）が産出した付近で温暖な気候を
示すアカガシ亜属の花粉を多く含む箇所

MIS5e層準の地質とテフラ分析結果

海上ボーリングNo.2孔の花粉分析結果

K-Tz

9,370y.B.P.

K-Tz:95ka

24,970y.B.P.

Mh

降灰層準は，粘土質シルト層直上の貝殻片を含む砂質シルト層に含まれる。

明神沖テフラ（Mj）の降灰層準（ ）

粘土質シルト層

砂質シルト層

砂質シルト層

66m

67m

68m

砂質
シルト層

（深度）

コア写真

降灰層準は，礫混じり粗砂層に含まれる。

美浜テフラ（Mh）の降灰層準（ ）

礫混じり粗砂層

礫混じり粗砂層

礫混じり粗砂層

シルト混じり粗砂層

73m

74m

75m

礫

（深度）

• 海上ボーリング調査の結果によれば，明神沖テフラは，鬼界葛原テフラ（K-Tz）の下位の海成層（貝殻片を含む砂質シルト層）中に

見られ，花粉分析の結果，温暖な気候を示すアカガシ亜属を多く含み，ＭＩＳ5eの最高海面期（約12.3万年前）に堆積した地層である

と判断されることから，同テフラの降灰年代は，ＭＩＳ5eの最高海面期と判断した。

• なお，海上ボーリングの明神沖テフラよりも下位の深度75m付近の礫混じり粗砂層中には美浜テフラが分布している。

海上ボーリング No.2
（ＭＩＳ5e層準）

Ｍ
ＩＳ

5
e

①Mj

②Mh

海上ボーリングNo.2孔 調査結果
第1202回審査会合
資料1-1 加筆

：展示しているコアの範囲

MIS６層準のテフラ
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海上ボーリングNo.2孔 ボーリング柱状図・コア写真（深度33m～36m）

ボーリング柱状図
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海上ボーリングNo.2孔 ボーリング柱状図・コア写真（深度33m～36m）

コア写真
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海上ボーリングNo.2孔 ボーリング柱状図・コア写真（深度51m～57m）

ボーリング柱状図
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海上ボーリングNo.2孔 ボーリング柱状図・コア写真（深度51m～57m）

コア写真
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海上ボーリングNo.2孔 ボーリング柱状図・コア写真（深度66m～69m）

ボーリング柱状図
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海上ボーリングNo.2孔 ボーリング柱状図・コア写真（深度66m～69m）

コア写真
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海上ボーリングNo.2孔 ボーリング柱状図・コア写真（深度72m～78m）

ボーリング柱状図
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海上ボーリングNo.2孔 ボーリング柱状図・コア写真（深度72m～78m）

コア写真
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海上ボーリングNo.2孔 ボーリング柱状図・コア写真（深度87m～90m）

ボーリング柱状図
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海上ボーリングNo.2孔 ボーリング柱状図・コア写真（深度87m～90m）

コア写真


